
塩尻市立塩尻西部中学校

様式A-1①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

自律的に学ぶ力を育てる「教科書の構造的な読み取り」指導― ICT活用につながる情報活用の基礎づくり ―

１ どのような力を育成すること
を目指して取り組んだか

（１）情報の整理・比較・構造化
教科書を一次情報として必要な
情報を取り出し、内容の流れや相
互の関係を整理・比較しながら考
えを形成する力の育成を目指し
た。
（２）自律的な学習態度（自己調
整学習の基盤）
教師の指示を待つのではなく、
教科書の構成に着目して学習の
見通しを立て、自ら探究を進める
力の育成を目指した。

２ 具体的な実践プロセス

（１）いつ：社会科の単元導入の時間に実施
（２）何を：塩尻市独自の「情報活用能力：ステップ」に位置づけ、複数の情報を整理・比較しながら意味を考える学習活動を行
った。
（３）どのように（具体的な工夫）
①「見方・考え方」の可視化：教科書の「注目すべきポイント（時期・場所・推移・相互関係）」を明示し、情報を捉える視点を共有
した。
②情報の構造化（アナログ×デジタル）：教科書に矢印や記号を書き込み、知識同士のつながりを可視化する手法を「読み取り
のテクニック」として定型化した。
③モデリングの共有：実践の進め方や工夫を塩尻市LDX校のグループチャットで共有し、共通理解を図った。



塩尻市立塩尻西部中学校

様式A-1②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

３ 自ら問いを立て、解決に向かう子どもの姿

（１）子どもの学びの変容
［教科書を「読む」学習から「構造化する」学習へ］
生徒は、教科書を受動的に読むのではなく、「時期・推移・相互
関係」といった視点を意識して情報を整理・関連付けるようになっ
た。矢印や記号を書き込みながら構造的に読み取ることで、自分
で学習の進め方を判断する姿が見られるようになり、その後の
ICT活用や協働学習においても、根拠に基づいた思考や対話が
深まっている。

（２）教師の意識
［ICT活用の出発点としての「教科書の読み取り」］
教師は、ICT活用の前に、教科書を正しく読み解く力の育成が不
可欠であると捉えるようになった。知識を教える指導から、生徒が
自力で学ぶための「読み取りの技術」を支援する指導へと転換し、
授業改善へつなげる姿勢につながっている。

自律的に学ぶ力を育てる「教科書の構造的な読み取り」指導― ICT活用につながる情報活用の基礎づくり ―



塩尻市立塩尻西部中学校

様式A-２①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

『Catch & Next』で回す自律的な情報活用サイクル

１ 目指す力・ねらい

情報活用能力における「5つの学習プロセ
ス」のうち、特に「⑤振り返り・改善」から次の
「①課題の設定」へとシームレスにつなげる力
の育成を目指す。

（１）考えを練り上げ、更新（アップデート）する
力：友達の多様な意見を吟味し、自分の最初
の考えをより納得できる妥当なものへと創り変
えていく力。（レベル5：修正・創造）
（２）自己調整能力：自分の学びの変容をメタ
認知し、「次に何を学ぶべきか」を自ら決定す
る力。
（３）デジタルの文房具化：Googleスプレッドシ
ートを「思考の整理棚」として日常的に使いこ
なし、知見を蓄積する力。

２ 具体的な実践プロセス

（１）いつ：全教科（あらゆる教科の終末）。
（２）何を：Googleスプレッドシートを活用した
「思考の可視化」。
（３）どのように（６つのポイントと教師の関わり
の工夫）」：右の図を参照



塩尻市立塩尻西部中学校

様式A-２②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

『Catch & Next』で回す自律的な情報活用サイクル

３ 自ら学びの舵を取る子どもたち

（１）子どもの学びの変容
［情報の使い手としての学びの深化］
・授業が「単発」で終わらず、前時のNextから学びが
始まる連続的な学習が定着した。
・他者の考えを根拠として取り入れ、論理的に自分の考
えを更新する姿が増加した。
・情報活用のプロセスを自覚し、自分で学びを調整する
姿勢が育成された。
（２）教師の意識：伴走者への転換
・教え込む授業から、学びを見取り価値付ける役割への
転換した。
・子どもが自律的に学ぶことで、個別支援に時間を使え
る授業構造が実現してきている。
・校務DX（同時共同編集）の経験が、ICT活用指導へ
の自信につながっている。

４ 真似するためのヒント

「Catch & Next」は、すぐに始められる実践です。ま
ずは、授業の最後に「Next（次に知りたいこと）」を書く
欄を一つつくるところからで十分です。振り返りを、そこ
で終わりにせず、「次は何を知りたいかな？」と問いにつ
なげていくことで、学びは少しずつ自分で回り始めます。
こうした小さな工夫の積み重ねが、
子どもたちを「自分で学びの舵を取
る学習者」へと育てていきます。

【「クラウドを活用した対話的学び」の資料】
https://1-1u.my.canva.site/google

https://1-1u.my.canva.site/google


塩尻市立塩尻西部中学校

様式A-3

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

『論語』の知恵を「挑戦」のメッセージへ：デジタル学習基盤で回す探究サイクルと情報の再構成
― 多様な情報収集とスプレッドシートによる他者参照が生む自律的な学び ―

１ 育成を目指した資質・能力

（１）多角的な情報収集能力
Web・学校図書館・電子図書館等の多様な媒体から、テーマに適した情報を自ら選択・収集する力。
（２）情報の再構成力（レベル5：修正・創造） クラウド上での他者参照を通じ、多様な視点を自身の考えに統合して説得力ある
「納得解」へと練り直す力。
（３）自己調整能力 スプレッドシートを「学びの日誌」として活用し、計画から振り返り（Catch & Next）まで自律的に学習プロ
セスを管理する力。

２ 具体的な実践プロセス

（１）課題設定：目的意識を高める「問い」
「意味調べ」等の作業ではなく、「後輩の心にささるメッセージ作り」という、
正解のない探究的な問いを設定した。
（２）情報収集：アナログとデジタルの融合
Web検索、学校図書館、電子図書館等、多様なリソースから自分に最適な
媒体を自己選択して情報を収集した。
（３）整理・分析：思考の構造化
スプレッドシートを「整理棚」として活用。現代語訳や自身の経験との繋がり
を順次入力し、思考プロセスを可視化した。
（４）他者参照：じっくり対話する仕組み
友達の記述を「じっくり見る時間」を意図的に確保。カウント関数を用いて、
他者の反応をリアルタイムに可視化・共有した。
（５）修正・創造：レベル５の学び
他者の視点を基に、自身の表現を「変更・強化」する再構成を実施。誰の意
見に触発されたかを明記し、根拠のある改善を図った。
（６）振り返り：変容の自覚（Catch & Next）
学びの収穫と次の問いを記録。特に「最初と最後の考え」を比較する項目に
より、自身の変容をメタ認知させた。

３ 子どもの姿・教師の変容

（１）子どもの姿
解説を待つ受動的な姿勢から、他者の視点を
活用し自らの表現を磨く「自律的な学習者」へ
変容 。納得解を導き出すための高度な情報活
用スキルが定着した。
（２）教師の変容
「知識の伝達者」から、スプレッドシートで思考
をリアルタイムに把握し、最適な助言を送る「伴
走者」へ役割が転換した。

■実際の授業の様子 https://x.gd/9g8CA

https://x.gd/9g8CA


塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

【校務DX】



塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-2

【校務DX】 特に先生方に好評だった校務DX事例紹介



塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-3

【4校合同DX会】塩尻市リーディングDXスクール事業の取組 4校合同DX会の歩み

https://x.gd/ZvoOpk

https://x.gd/ZvoOpk

https://x.gd/RV0Zf
https://x.gd/ZvoOpk


塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-4

【働き方改革】4校がつながる「オンライン職員室」の取組

https://x.gd/YewZj

https://x.gd/YewZj


塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-5

【教材共有】優れた実践を「面」で広げる スプレッドシートを活用した教材の組織的活用



塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-6①

【しおじり☆タイピングコンテスト】リーディングDX校の取り組みを市内全14校へ横展開
― 持ち帰り端末の「文房具化」を支える基盤的スキルの育成と家庭学習の充実① ―

１ 取組のねらい（自治体の課題と目的）

（１）基礎スキルの底上げ：1人1台端末を「文房具」として日常使いするための基礎
となるタイピング能力（正確さ、速さ、ホームポジション）を、市全体で向上させる。
（２）家庭学習の充実：長期休業中や平日における「1人1台端末の持ち帰り課題」
としての目的を明確化し、家庭で楽しみながら自律的に学ぶ習慣を定着させる。
（３）好事例の波及（横展開）：リーディングDXスクール指定校4校での先行実践に
対する市内他校からの期待に応え、市全体の教育DXを加速させる。

２ 実践の取組内容と工夫点

（１）リーディング校から市内全校へのステップ展開
・第1回（夏）：令和7年9月、リーディングDXスクールの4校（塩尻西部中、宗賀小、洗馬小、楢川小中）で先行実施。期間中の
最高スコアを競う形式で実施した。
・第2回（冬）：4校での成果と「うちの学校でもやりたい」という声を受け、塩尻市全体の小中学校14校に対象を拡大。令和8年
1，２月の冬休み明けに計画し、自治体全体への普及を図っている。
（２）楽しみながら参加できる仕組みづくり（塩尻モデル）
・共通ツールの活用：無料タイピングアプリ」を採用。家庭からでもブラウザ経由で手軽に挑戦できる環境を整えた。
・多様な部門設定：低学年から中学生までの各部門に加え、「先生の部」も開設。教職員も共に挑戦することで、学校全体で
ICTに親しむ文化を醸成した。
・全員承認の表彰制度：成績優秀者への賞状授与に加え、参加者全員にスコアに応じたランク別
の「認定証（名刺サイズ）」を授与。全ての児童生徒の努力を認め、次への意欲に繋げた。
（３）デジタル学習基盤を活用した運営
・クラウドでの進捗・報告管理：Google フォームでスコアを報告させ、Google スプレッドシートで
集約。クラス平均やベストスコアをリアルタイムに可視化した。
・ハイブリッドな情報共有：Google チャットスペースを活用して中間発表（暫定トップ3や参加者
数など）を行い、応募期間中のモチベーション維持を支援した。



塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-6②

【しおじり☆タイピングコンテスト】リーディングDX校の取り組みを市内全14校へ横展開
― 持ち帰り端末の「文房具化」を支える基盤的スキルの育成と家庭学習の充実② ―

３ タイピングコンテストの取組による成果と変容

（１）自律した学習者への変容：先行実践では約8割
の児童が「記録を付けることでやる気が上がった」と
回答。スコアという学習ログを元に「昨日の自分を超
える」という自己調整学習の姿が見られた。
（２）市全体の文化醸成：端末の持ち帰りが「具体的
な活用目的がある状態」へと進化。リーディング校の
取組が市内全域に波及し、自治体全体の情報活用
能力の底上げが図られている。
（３）教師の意識変革：「先生の部」への参加を通じ、
教師自身がICTの楽しさと教育効果を実感。校務DX
と授業DXが連動して進む「塩尻モデル」の基盤が強
化された。

端末の持ち帰り 記録入力シート

https://x.gd/iKaG7
◆第1回の詳細 ◆第2回の詳細

https://x.gd/4NSv3

https://x.gd/iKaG7
https://x.gd/4NSv3


塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-7①

【校務DX】塩尻市全域で推進する校務DXの取り組み
― LDX4校20％、それ以外の10校12％の時間外勤務等の削減が証明する持続可能な教育モデル① ―

１ 取組の目的と背景

教職員の長時間勤務は全国的な課題であり、教育の質を維
持するための喫緊の課題です。塩尻市では令和7年度を「校務
DXの重点年」と位置づけ、リーディングDXスクール事業の4校
を中心にして、市内全14校をあげた組織的な改善を推進しまし
た。
創出された時間を「子どもと向き合う時間」や「教材研究」へ
再投資する好循環の構築を目指しました。

２ 具体的な取組内容：塩尻市全体の「校務DX」

（１）市内全域での情報共有と横展開
・教務主任を中心とした実践共有：各校の教務主任が核となり、
自校で効果のあった校務DXを事例として他校へ共有しました。
・汎用クラウドツールの活用の推進：Google Workspaceを基
盤とした業務効率化を、市全体で展開しました。
（２）重点的な業務改善とテクノロジーの導入
・大規模校へのAI採点ソフト導入：採点業務の負担が大きい中
学校の大規模校において、AI採点ソフトを導入。採点時間の短
縮と正確性の向上を両立させました。
・研修体系の抜本的な見直し：夏季休業中に実施されていた研
修会を見直し、教員が自律的に時間を使える環境を整えました。
（３）LDX4校による先行実践
リーディングDXスクール事業に採択された4校（塩尻西部中、
宗賀小、洗馬小、楢川小中）では、上記に加え、生成AIによる校
務補助や「12のやめることリスト」の取り組み、スプレッドシート
による進捗管理など、全教職員がDXを「自分事」として推進し、
その実践を市内に横展開をしました。

3 取組の成果

（１）市全体の底上げ：市全体で１５%の削減を達成しており、特定の学
校だけでなく、市全体の時間削減につながっています。
（２）LDX4校の「顕著な削減」：LDX4校は、公開授業や合同研修、外
部への発信といった追加的な業務負荷があったにもかかわらず、市平
均を大きく上回る20%の削減を達成しました。これは、汎用クラウドを
基盤とした校務DXが「新規業務による負担」を相殺し、さらなる「時間
（余白）」を創出する有効な手段であると示しています。



塩尻市立塩尻西部中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-7②

【校務DX】塩尻市全域で推進する校務DXの取り組み
― LDX4校20％、それ以外の10校12％の時間外勤務等の削減が証明する持続可能な教育モデル② ―

・8月の時間外勤務等が前年比で約51%（0.49）まで削減 。長期休業中の負担軽
減が、教員の心身の健康と次なる実践への意欲向上に直結している といえる。
・校務DXで生まれた時間を教材研究や子どもと向き合う時間につなげていきたい。 https://x.gd/ileqQ

塩尻市LDX4校
「校務DX」勤務時間資料

https://x.gd/ileqQ


塩尻市立宗賀小学校

様式A-１①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【社会科】自動車づくりのプロへ届け！熱中する単元づくり～ICTで磨く情報活用能力①

1. 取組のポイントと経緯
～「覚える」から「伝える」学びへ～

知識を単に「覚える」授業から、目的に応じて「統
合・発信」する授業への転換を目指しました。
以前は子供たちも受動的になりがちだった単元のま
とめですが、GIGA端末により情報収集・編集が容易
になったこと、そして何より「本物の相手（自動車会
社）に自分たちのCMを見せる」という強力な動機付
けにより、ワクワクしながら学ぶ姿勢へと変化しました。

2. 単元づくりのポイント
～「本物」を意識した学びのデザイン～

「ワクワク」と「情報活用能力」を両立させるため、以
下のポイントで単元を構想しました。
（１）本物の課題設定: 「テストのため」ではなく「プロ
に自作CMを届ける」というリアルなゴールを設定し発
信者としての当事者意識を引き出す。
（２）ICTによる思考の足場かけ: 毎時の学習ログ（ス
プレッドシート）を蓄積し、CM制作時の「根拠」として
即座に引き出せるようにする。
（３）クラウドでの他者参照: 互いのスライドや進捗を
いつでも見合える環境をつくり、「クラスの知恵」が循
環する仕組みを整える。

3. 実際の授業のワンシーン
～プロを唸らせるCMを創る～

オンライン社会科見学の自動車工業で学んだ知識や単元
の学習をCMに凝縮する熱気ある活動が行われていました。
「どうすれば車の安全性が伝わるか？」「この言葉で『買いた
い』と思うか？」 子供たちはスプレッドシートの学習ログを見
返して情報を精査。
クラウド上で他班のスライドを参照し合い、「その表現いい
ね！」と対話しながらCMづくりを行いました。「やらされる学
習」から「伝えたい学習」へ変わった瞬間でした。

公開授業の授業説明資料：https://x.gd/H2sUO

https://x.gd/H2sUO


塩尻市立宗賀小学校

様式A-１②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【社会科】自動車づくりのプロへ届け！熱中する単元づくり～ICTで磨く情報活用能力②

4. 授業づくりのポイント
～教師は「解説者」から「伴走
者」へ～

子供たちがクラウドで自律的
に学び合う環境ができたことで、
教師の役割は一斉指導の「解
説者」から、個別の困り感に寄
り添う「伴走者」へとシフトしま
した。 熱中する授業のためには、
子供がワクワクする「問い」と、
自由に繋がれる「クラウド環境」
が必要だと実感しています。

5. 「操作」から「表現」へ

単なる「ツールの操作習得」に
終始するのではなく、「誰に、何
のために届けるか」という届け
先のリアリティこそが、子供たち
の情報活用能力を最大限に引
き出す鍵となりました。自分たち
の探究成果を「本物の社会」へ
と発信していくプロセスそのも
のが、子供たちにとってワクワク
した実践となりました。

公開授業の授業実
践資料：
https://x.gd/Jhe
EKN

授業で子供が作成したスライドの絵コンテの資料と絵コンテチェックリスト

◇宗賀小を支える「挑戦」の文化

こうしたクリエイティブな学びの土台には、宗賀小学校が育んできた2つの大きな
文化があります 。
（１）「文房具」としての日常使い
ICTを特別な道具として構えるのではなく、鉛筆やノートと同じ「文房具」として当
たり前に使いこなす文化が根付いています。
（２）心理的安全性を担保する「挑戦の空気」
管理職やICT担当を中心に醸成された「失敗を恐れず、まずは新しいことに挑戦
してみよう」というポジティブな雰囲気と同僚性です。この学校全体のバックアップ
があるからこそ、教師も子供も失敗を学びに変え、創造的な探究を安心して進める
ことができています。

https://x.gd/H2sUO
https://x.gd/H2sUO
https://x.gd/JheEKN
https://x.gd/JheEKN


塩尻市立宗賀小学校

様式A-２①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【国語科】2年生が挑む！おもちゃの説明書バージョンアップ作戦①

1. 取組のポイントと経緯
～「書き直すのは大変」という壁を越える～

低学年の書く指導において、大きな壁となるのが
「修正（書き直し）」です。紙では、一度書いたものを
消しゴムで消して書き直す作業は、子供にとって心理
的にも身体的にも負担が大きく、推敲への意欲を削
ぎがちでした。 宗賀小では、Google スライドを「何度
でも書き直せるデジタルシート」として導入。端末での
写真撮影や文字入力の容易さを活かし、「もっと良く
したい」という思いが「修正の面倒くささ」を上回る環
境を整えました。

2. 単元づくりのポイント
～「相手意識」を軸にした推敲のデザイン～

「ワクワク」と「情報活用能力」を両立させるため、以
下のポイントを意識しました。
（１）本物のターゲット設定： 読み手を「1年生」に設
定。自分たちが作ったおもちゃの作り方を、1年生がこ
れを見て一人で作れるか？という明確なパフォーマン
ス課題を設定しました。
（２）「技」の言語化： 説明の工夫（場所・何を・どうや
って）を工夫カードで示し、子供たちが自分の説明書
を客観的に見直すための「思考の足場」を築きました。

3. 実際の授業のワンシーン
～1年生はこれで一人で作れるかな？～

授業では、ペアを組んで実際に説明書を見ながらおもちゃ
を作ってみる「実証テスト」が行われました。 「この写真だと、
向きがわからないよ」「『少し』じゃなくて、何センチか教え
て！」 友達からのリアルな困り感に触れた瞬間、子供たちのス
イッチが入ります。その場ですぐに写真を撮り直し、アップの画
像に差し替えたり、具体的な数字を書き加えたり。デジタルな
ら消しゴムを使わず、一瞬で「より伝わる形」へアップデート
できます。納得がいくまで微調整を繰り返す。そんな姿がたく
さん見られました。

公開授業の授業説明資料：https://x.gd/TO7u9

https://x.gd/H2sUO
https://x.gd/TO7u9


塩尻市立宗賀小学校

様式A-２②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【国語科】2年生が挑む！おもちゃの説明書バージョンアップ作戦②

4. 授業づくりのポイント
～「教える」から「伴走」へ～

デジタルの「修正力」は、低学年の子
供たちに「失敗を恐れずに試行錯誤
する態度」をもたらしました。 教師の
役割は「正解を教えること」ではなく、
子供たちが課題に気づく「対話の場」
を作り、適切なタイミングで「修正しや
すい環境」を支えるコーチ（伴走者）
へと変化しました。
スプレッドシートによる振り返りの可
視化により、個々の学びの変容をリア
ルタイムで見守ることも可能になって
います。

5. 「誰かのために」が原動力

「ツール操作」ではなく、「届け先のリ
アリティ」こそが、子供の情報活用能
力を最大限に引き出しました。 デジタ
ルの力を借りることで、低学年から
「相手に伝わる喜び」を実感し、教室
から本物の社会（1年生への伝達）へ
自分たちの学びを発信していく実践と
なりました。

公開授業の授業実践資料：https://x.gd/p6Mju

授業で子供が作成したスライドの説明書

https://x.gd/H2sUO
https://x.gd/p6Mju


塩尻市立宗賀小学校

様式A-3①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【理科】3年生でもできる！「選べる」仕組みで考える昆虫探究プロセス①

１ 取組のポイント

中学年への移行期にある3年生の発達
段階を捉え、「学びの選択肢」を配置する
ことで、児童の主体性を最大限に引きだす
ための工夫をしました。

（１）自己決定を支える「選択肢」の設計
教師が用意したGoogle スプレッドシート
には、「調べる昆虫（内容）」「一緒に学ぶ
人（学習形態）」「学ぶ場所」がシンプル
に整理されており、児童が自らの意思で
学びをデザインできる環境を整えました。
（２）他者参照による主体的な一歩
当初「何をしたらいいかわからない」と戸
惑っていた児童が、クラウド上で友達の選
択をリアルタイムに参照することで、自ら
「ハンミョウにしよう」と自己決定し、友達
を誘って学び始める姿が見られました。
（３）自律した学習者への第一歩
デジタル座席表を通じて「自分で決める」
という小さな成功体験を積み重ねる仕組
みが、指示待ちではない「自律した学習
者」を育むための重要な足場掛けとなって
います。

２ 具体的な実践プロセス

（１）課題の設定：デジタル座席表による「自己決定」
クラウド上の座席表で「調べる昆虫」「学習形態（一人・友達・先生）」
「場所」を選択。友達の選択状況を可視化することで、児童の主体的な
一歩を支援しました。
（２）情報の収集：デジタルとアナログの「ハイブリッド観察」
デジタル図鑑（NHK「ものすごい図鑑」）での微細な観察と、実物の写
真撮影を併用し、多角的な情報を収集。一次情報に基づいた自分だけ
の観察資料を構築しました。
（３）整理・分析・表現：発見の「言語化と共有」
授業支援ツールで「頭・胸・腹」をスケッチし、提出箱の「回答共有」を
使い、全員で昆虫の体のつくりを比較しました。昆虫の体の共通点に自
律的に発見できるような環境を整えました。
（４）振り返り：自律的な「学びのサイクル」の確立
授業の最後に学び（Catch）と次の問い（Next）を記録。学びを1時間
で完結させず、次時の課題設定へと繋げる継続的な学びのサイクルを
確立しました。



塩尻市立宗賀小学校

様式A-3②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【理科】3年生でもできる！「選べる」仕組みで考える昆虫探究プロセス②

３ 子どもの姿と教師の変容

（１）子どもの姿：指示を待たずに自ら端末を開いて学習を開始し、活動終盤に「もっとやりた
い！」と声が上がるほど、自律的に学びへ没頭する姿が見られました。
（２）教師の変容：一斉指導を最小限に抑え、スプレッドシートで全員の進捗をリアルタイムに
把握しながら、支援が必要な児童に寄り添う「伴走者（コーチ）」へと役割をシフトしました。
（３）情報活用能力の定着：デジタルツールを鉛筆やノートと同じ「文房具」として、目的に応じ
て使いこなす姿が3年生の段階で定着してきました。

■実際の授業の様子
https://x.gd/LvfPT

https://x.gd/LvfPT


塩尻市立宗賀小学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

【校務DX】



塩尻市立宗賀小学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-2

【働き方改革】生成AIによる議事録作成



塩尻市立宗賀小学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-3

【端末持ち帰り】みるみる上達！家庭学習と学校で育む「自己調整力」



塩尻市立洗馬小学校

様式A-1

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

タイピングを「思考の文房具」へ：記録の可視化による自律的な成長

この取り組みの成果

（１）意欲の可視化（79％が向上）
スプレッドシートへの日々のスコア記録が
達成感を生み、児童の約79％が「やる気
につながった」と回答しました 。
（２）「自己調整学習」への変容
「他者との競争」から「昨日の自分を超
える」目標設定へ進化。自分の現在地を
数字で把握し、自律的に練習を調整する
姿勢が定着しました。
（３）思考を支える「文房具」化
入力が「お手のもの」になることで操作
の負担が激減 。他教科でも「入力作業」
ではなく「考えの構築」に全エネルギーを
注げる基盤が確立されました。
（４）師弟同行のクラス文化
担任もスコアを公開し共に挑戦 。クラス
平均やベストをリアルタイム共有し、全員
で高め合う温かい学習コミュニティが形
成されました。



塩尻市立洗馬小学校

様式A-２①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【道徳科】「整理・分析、再構成」が納得解を導く〜AI×クラウドで育む情報活用能力〜①

1．取組のポイ
ントと経緯
～道徳を「教え
込む」から「共
に創る」へ～

従来の道徳は
「数名の発言によ
る集約」に留まり、
個々の内面的な
振り返りが深まり
にくい課題があり
ました。
本実践では、ス
プレッドシートを
「思考の可視化ツ
ール」として位置
づけ、全員の意見
がリアルタイムで
循環する環境を構
築。
さらにAIの客観
的視点を加えるこ
とで、子供一人一
人が「答えのない
問い」に対し自律
的に納得解を再
構成できる学びを
デザインしました。

2. 授業づくりのポイント ～家庭と学校、AIをシームレスにつなぐ学びのデザイン～

（１）家庭学習とのシームレスな接続:事前に家庭でスプレッドシートへ考えを入力しておくことで、授業開始時から
全員が「自分の意見」を持った状態で学びをスタートさせます。
（２）「本気度」の可視化:事前入力した考えの実行可能性を4択で再評価し、理由を入力します 。この自己分析が、
学びを「自分事」にするエンジンとなります 。
（３）他者参照による対話的な学び:スプレッドシート上で友達の意見をリアルタイムに参照し、多様な視点を取り入
れます。自分の考えをより納得感のあるものへ更新する「レベル5（修正・創造）」の学びを実現しました。

授業で使った実際のスプレッドシート



塩尻市立洗馬小学校

様式A-2②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【道徳科】「整理・分析、再構成」が納得解を導く〜AI×クラウドで育む情報活用能力〜②

4. 授業づくりのポイント
～AIは「答え」ではなく「学びの自覚」の
ため～

・AIによる客観的分析
AIが提示する要約や視点は、子供たちが自分
たちの意見を整理し、自分たちの学びを見つめ
直すための「鏡」として機能します。
・新たな視点の発見
AIによる分析や友だちの考えを参考にするこ
とで、子供たちは自分一人では気づけなかった
学級全体の思考の傾向や、新たな問いの視点
に気づくことができます。これにより、AIを「学び
の相談相手」として活用する高度な情報活用能
力が育まれます。

5. 学校全体で取り組むポイント～デジタル基盤が支える「対話の日常化」～

・日常活用の浸透：ICTを「文房具」として日常使いしているため、内省的な道徳でも
抵抗なくクラウドで他者と繋がることができる。
・組織的な挑戦：教員間でノウハウを共有し、失敗を恐れず新しい授業の在り方を模索
する文化が支えとなっている。

3. 実際の授業のワンシーン
～他者参照とAI分析による思考の深化～

スプレッドシートによる他者参照（中盤）
全員の意見をリアルタイムで共有し、他者の視
点を取り入れながら自らの考えを再構成します。
NotebookLM「音声解説」による客観的分析
（終末）
生成AIがクラス全体の意見を分析・要約し、
音声や整理された視点を提示します。
【成果】AIを伴走者としたメタ認知
子供たちはAIの客観的な分析を参考に学び
を俯瞰し、振り返りをより深い納得解へと学びを
深めました。



塩尻市立洗馬小学校

様式A-3①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

「地元のレタス」を核とした情報活用能力の育成～Catch＆Nextによる振り返りが学びの質を変える～①

1．取組のポイントと経緯
～単なる「栽培」から「価値創造」の探究へ～

洗馬小学校5年生は、地域の特産品であるレタス
をテーマに、栽培から収穫後の活用（販売・調理・
贈答）までを一貫してデザインしたプロジェクト「レ
タスでつくる 私たちの物語」に挑みました。
これまでの「育てて食べて終わり」という活動を超
え、「誰に、どう届けるか」という明確な相手意識
（アウトプット）を設定。
ICTを「地域社会から情報を得て、新たな価値を
創造するための探索ツール」とし、子供たちが地域
のプロデューサーとして成長するプロセスを構築し
ました。

2. 単元づくりのポイント ～自律的な学びを支える「Catch＆
Next」：学びのオーナーシップを育む振り返り～

Googleスプレッドシートを「思考の作戦ノート」として活用し、子供たちが自ら学
びを客観視（Catch）し、次の一手（Next）を主体的に決定するサイクルを構築し
ました 。
これにより、教師の指示を待たずに子供自身が学びのハンドルを握る「オーナー
シップ」の確立を目指しました。
（１）Catch（つかんだこと）： 【学びのメタ認知】
その時間の活動で気づいたことや、自分ができるようになったことを言語化。
（２）Next（次につながること・新たな課題）： 【自律的な学習の起点】
前時のNextが本時の活動の起点となり、子供自身が「次は誰に何を聞きたい
か」と自律的に学びのハンドルを握る仕組み。 このサイクルにより、学びの連続性
と、一人ひとりの課題に応じた個別最適な支援を両立させています。

授業で使った実際のスプレッドシート



塩尻市立洗馬小学校

様式A-3②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

4.実践の成果：デジタルで「社会」と繋がり、学びを「自分事」にする姿

1.「届け先のリアリティ」が情報の質を変える
「レタスを誰に届けるか・販売するか」という目的（地域住民・高齢者施設）を設定したことで、情報の収集・分析への意欲が劇的に向上し
ました。単なる知識の蓄積に留まらず、外部の知見を自分たちの計画へ反映させ、より良いものへと作り変える「情報の再構成（修正・創
造）」が日常的に行われました。
2. 「Next」が育む学びのオーナーシップ
振り返りに「次への問い（Next）」を導入したことで、子供たちが自ら学びをコントロールする姿が見られました。前時の振り返りが次回の
活動に直結するため、教師の指示を待たずにチャイムと共に自律的に学びが動き出す、自立した学習者への変容が確認できました。
3. 「教え込み」から「伴走支援」への教師の変容
ICTが「文房具」として日常化したことで、教師は一斉指導から改善できました。クラウド上で全員の思考プロセスをリアルタイムに把握し、
必要なタイミングで一人ひとりの「困り感」に寄り添う「伴走者（コーチ）」としての役割を確立することができました。

3.実際の授業のワンシーン
～教室の壁を越える「外部連携」～

子供たちは目的ごとに3つのグループ（販売・
調理・贈答）に分かれ、ICTを「文房具」として
「課題」を解決していきます。
・販売グループ： 地元の塩尻西部中の先輩と
Zoomで接続。先輩の経験談から「販売の極
意」をヒアリングし、自分たちの販売計画を即
座にアップデート（情報の再構成）しました。
・調理グループ： 動画編集ツールを使い、料理
動画を制作。QRコード付きチラシを作成し、視
覚的に魅力を伝える「発信の工夫」を追求。
・贈答グループ： 地元の高齢者施設とオンライ
ン交流を実施。「どんな料理が好きか」という
相手のニーズをリサーチし、贈答計画に反映さ
せました。

「洗馬のレタス」を核とした情報活用能力の育成～Catch＆Nextによる振り返りが学びの質を変える～②



【校務DX】校務DXの取組紹介:クラウドと生成AIによる業務効率化

塩尻市立洗馬小学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

Googleマップ（見本）



【働き方改革】Googleマップ/AIレコーダーで議事録作成

塩尻市立洗馬小学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-2

将来的に塩尻
西部中学校へ
引き継ぐこと
で小中連携の
情報基盤に



【学校間オンライン交流】 中学生と地域が「最高の助言者」に！小中連携×地域参画

塩尻市立洗馬小学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-3



塩尻市立楢川小中学校

様式A-1①

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

「君はお医者さん！」単元内自由進度学習で自律的な探究プロセスを回す理科学習
― Google スプレッドシートと学習支援ツールを活用した情報活用能力の育成 ―

１ 育成を目指した資質・能力

・課題の設定・情報の収集力： 「お医者さん」という役割を通じ、解決すべき課題を自
分事として捉え、多様なリソースから必要な情報を自ら選び取る力 。
・思考の構造化（整理・分析）： 科学的な「見方・考え方」を意識的に選択し、収集し
た情報をミッション達成に向けて論理的に整理する力 。
・自己調整能力（メタ認知）： デジタル上の学習計画や進捗表を活用し、自分の理解
度を客観的に把握しながら、学び方やペースを自律的に最適化する力 。

２ 具体的な実践プロセス

（１）実施の時間：単元全体（全15時間程度）
「単元内自由進度学習」とし、ICT基盤の個別・協働学習を一体的に展開。
（２）課題の設定：子どもが「本気」になるミッション
教師主導の指示ではなく、「君たちは医者です。小学生に規則正しい生活の大切さを伝え
よう」という社会とつながるミッションを提示し、情報を扱う切実な必要感を創出。
（３）情報の収集・整理：クラウド上の「学びの地図」とアナログの融合
・学習支援ツールの活用： 教師が事前に用意した実験動画、デジタル図鑑、スライド資料な
どの多様なリソースを、生徒は自分のタイミングでいつでも参照し、情報を「収集」した 。
・体感型教材： 実物大の小腸・大腸模型などのアナログ教材を併用し、デジタルでは得にく
い「実感（長さや位置）」を情報として取り入れ、理解を深めた。
（４）分析・振り返り：スプレッドシートによる「思考の可視化」
・学習計画の立案： 授業冒頭、生徒はGoogle スプレッドシートで「今日のめあて」「誰と学
ぶか」「何を使って学ぶか」を自己決定した 。
・見方・考え方の選択： 「比較する」「関係づける」「質的」「時間的」といった理科の見方・
考え方をプルダウンで選択させ、自分がどのように情報を分析したかを意識させた 。
・進捗の共有と評価： クラス全体の進捗状況が可視化され、良い気づきをしている生徒の記
述には先生がセルの色を「黄色」にするなどのフィードバックを行った。



塩尻市立楢川小中学校

様式A-1②

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

３ 授業を通して、子どもの姿・教師の変容

（１）子どもの姿： 指示待ちの受動的な姿勢から、資料や模型を自ら選び取り、必要に応じて友達と相談しながら進める主体的
な学びへと変容した 。口答テスト（個別テスト）に挑戦し、自らの理解度を確認しながら進める姿が見られた 。
（２）教師の変容： 「知識の解説者」から、生徒の進捗をデジタルで把握し、個別に適切なアドバイスを送ったり口答テストで理
解度を評価したりする「伴走者（コーチ）」へと役割がシフトした。
（３）情報活用能力の定着： 複数のツール（スプレッドシート、学習支援ツール等）を目的（計画、収集、振り返り）に応じて使い分
け、情報を統合して価値を創造する力が日常化している 。



塩尻市立楢川小中学校

様式A-2

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

低学年から育む「情報の目」：校舎内の課題発見とデジタル表現による道徳的価値の探究
― ICTを活用した「収集・整理・表現」のスモールステップ ―

１ 育成を目指した資質・能力

・課題設定・情報収集力： 教科書の世界から飛び出し、自分たちの生活空間（校
舎内）から「みんなで使うもの」を自ら見つけ、写真という「情報」として収集する力。
・情報の整理・分析力： 収集した写真に「なぜ大切にすべきか」という自分の考え
を付加し、デジタルのカードとして構造化する力。
・発信・共有する力： デジタルツールを用いて、自分の考えをペアやクラス全体に
分かりやすく伝え、他者の視点を取り入れる力。

２ 具体的な実践プロセス

（１）実施の時間：道徳科
授業の前半で価値の理解を深め、後半の約20分をICTを用いた活動に充てた。
（２）課題の設定（授業前半）：教科書からリアルな生活へ
教科書の教材「黄色いベンチ」を通じ、「みんなで使うものを大切にすること」に
ついて全体で議論した 。続いて先生が「学校の中にある、みんなで使うものや場
所で大切なことは？」という問いを提示し、校内探索へと繋げた。
（３）情報の収集（授業後半）：タブレットを手に校内探索
子どもたちはタブレットを持って校内を歩き回り、下駄箱、水飲み場、階段、消毒液
などの写真を撮影した 。「もっと作ろう！」と、情報を集めることに高い意欲を示した。
（４）整理・分析・表現：写真と文字のパッケージ化
撮影した写真をクラウドに取り込み、「大切なこと」を文字入力した 。複数の写真
を撮影した児童は、並べて自分なりの「大切に使うものリスト」としてまとめた。
（５）共有・振り返り：クラウドによる知恵の循環
・ペア学習： カードを見せ合い、「手洗い場の写真に『むだづかいしないように』っ
て入れるといいね」といったアドバイスを基に内容を改善した 。
・共有： 共有機能を使い、クラス全員の発見を一覧参照することで、多様な視点や
価値観を共有した 。

３ 子どもの姿・教師の変容

（１）子どもの姿： 書く活動に消極的だっ
た児童も、写真撮影という能動的な情報
収集を通じて「情報の送り手」としての自
覚を持ち、主体的に学ぶ姿が見られた。
（２）シームレスな学び： 欠席した児童も
自宅から参加。家の中の物を撮影して提
出し、先生がリアルタイムでフィードバック
を送る「双方向型オンライン授業」により、
誰一人取り残さない学びを実現した。
（３）教師の変容： 正解を教える立場から、
子どもたちが集めた「情報」をデジタル上
でつなぎ合わせ、価値付けるファシリテー
ターへと役割がシフトした 。

■実際の授業の様子
https://x.gd/uussR

https://x.gd/uussR


【校務DX】校務DX実践報告～小さな学校の大きな挑戦～

塩尻市立楢川小中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

校務DX
の取組
の詳細
はこち
ら

https://x.gd/HHjn5

「月暦」スプレッドシート共有

https://x.gd/HHjn5


塩尻市立楢川小中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-2

【働き方改革】懇談会の日程調整



塩尻市立楢川小中学校リーディングDXスクール事業【GIGA×独自テーマ】

様式C-3

【公開授業のオンライン配信】による広域的な実践共有とハイブリッド型研修の推進

１ 取組の目的と背景

リーディングDXスクールとしての実践を自校・自治体のみに
留めず、全国へ広く発信することを目指しました。距離や時
間の制約により現地参観が困難な教育関係者に対し、オン
ライン配信を行うことで、ICT活用の日常化や探究的な学び
の具体例をシームレスに共有し、自治体間のDX推進を支援
することを目的としています。

２ 具体的な取組内容（ハイブリッド形式の実施）

（１）公開授業のリアルタイムオンライン配信
・対象授業：9年1組・技術科「社会の問題を解決しよう」
・配信の工夫：現地参観が難しい層に向け、授業の様子を同
時配信しました。単なる映像配信ではなく、生徒同士のペア
学習やクラウド上（デザインツール、スプレッドシート）での対
話の様子も鮮明に伝わるよう、機材の配置や音声環境を入
念に整備しました。
（２）オンライン参加型「授業者と語る会」
・内容：授業後の研究協議において、現地の参観者とオンラ
イン参観者が混在した状態での意見交換会を実施しました。
・双方向性：オンライン参加者からもチャットや音声で質問を
受け付け、授業者がその場で回答する時間を確保しました。
少人数グループでの対話と同様、深い疑問点まで直接やり
取りできる環境を構築しました。
（３）有識者講演のオンライン同時配信
・内容：赤堀侃司先生による講演会をオンライン配信しました。
・成果：専門的な知見を現地だけでなく全国の参加者が同
時に共有できる機会を設け、自治体の実態に応じた活用促
進のヒントを広く提示しました。

３ オンライン参加者の感想より ４ 公開授業③のまとめ
の詳細はこちら

https://x.gd/eMq9Z

https://x.gd/eMq9Z
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